






























	 研究 1〜3 の結果の検討から，次のような 3 つの仮説が生成された。第 1 に，質の高
い演奏は情動的な体験を引き起こすという素朴な学習観や質の高い演奏に対する信頼







	 これらの仮説を検証し，教師−専門家の協働を支援する方策の提案という第 3 の目的
























の重視するインプロの方法論とそこでの "Yes, and" のルールを応用することで，社会
的感性活動としてのワークショップ型授業の提案が期待できると考え，従来の「ワーク
ショップ型」の実践と対比させ，インプロ及び "Yes, and" のルールを応用した実践の
枠組みを「パフォーマンス型」と名付けた上で，本論から提案する学習環境デザインの
方策の理論的萌芽と位置付けた。さらに，「パフォーマンス型」の音楽アウトリーチの
具体について，「即興演奏」を取り入れた音楽アウトリーチの実施可能性について考察
し，実施の際の注意点について検討を行った。 
	 最後に，以上の論考で指摘された校外専門家と教育現場の協働実践における問題点に
ついて，「実践の意味生成からの疎外」としてまとめると共に，「権威的な言葉の把握
と問い直し」「パフォーマンス型プログラム」という 2 つの提案を，いずれも「実践の
意味生成からの疎外」を克服し，実践者それぞれが実践についての意味生成的な対話を
構築することを目指すものであると位置付けた。 
 
